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総
代
会
の
日
程

理
事
会
か
ら

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
第
25
回
通
常
総

代
会
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
区
別
説

明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

◎
参
加
者　

総
代　

役
員

◎
地
区
別
説
明
会

税
務
法
律
相
談

６
月
７
日
に
加
須
で
開
催

３
月
29
日
の
主
な
議
案

①
行
政
庁
検
査
に
対
す
る
指
摘
事

項
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

③
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務
制
度

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
当
組
合
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価

書
等
の
全
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
公

表
事
項
等
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
⑥
内
部
統
制
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑦
令
和
３
年
度
内
部
統
制
の
整

備
・
運
用
に
か
か
る
年
間
計
画

に
つ
い
て

⑧
准
組
合
員
の
活
動
参
加
・
意
思

反
映
・
運
営
参
画
に
関
す
る
取

り
組
み
方
針
の
策
定
に
つ
い
て

⑨
令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

⑩
令
和
３
年
度
信
用
の
供
与
等
の

限
度
額
に
つ
い
て

⑪
令
和
３
年
度
理
事
会
附
議
を
要

す
る
大
口
信
用
供
与
等
の
額
に

つ
い
て

⑫
令
和
３
年
度
貸
付
金
の
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

⑬
令
和
３
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

⑭
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か

る
特
別
貸
出
要
領
の
取
扱
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

⑮
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑯
令
和
３
年
度
賃
貸
住
宅
取
得
資

金
等
に
か
か
る
金
利
軽
減
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑰
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑱
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑲
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑳
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
協
同
住
宅
ロ
ー
ン（
株
）保
証
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㉑
無
担
保
ロ
ー
ン
融
資
要
項
（
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
型
）
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

㉒
令
和
３
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

㉓
貸
出
金
に
準
ず
る
債
権
（
予
納

金
）
の
償
却
に
つ
い
て

㉔
令
和
３
年
度
利
用
施
設
の
利
用

料
金
設
定
に
つ
い
て

㉕
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
営
農
事
業
に
か
か
る
業
務

分
掌
兼
職
務
権
限
表
の
変
更
）

㉖
職
員
へ
の
期
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て 

　

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
23
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
本
店

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

※
い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
、
ま
た

は
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

６
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

地区名 月　日 時　間 場　所
行　田 ６月10日 ㈭

午後６時
30分より

行田市教育文化センター「みらい」

川　里 ６ 月11日 ㈮ 川里農業研修センター

羽　生 ６月９日 ㈬ 羽生市産業文化ホール

加　須 ６月14日 ㈪ 加須文化・学習センター「パストラルかぞ」

騎　西 ６月15日 ㈫ 騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」

北川辺 ６月８日 ㈫ 北川辺文化・学習センター「みのり」

大利根 ６月７日 ㈪ 大利根文化・学習センター「アスタホール」

年金友の会ゴルフ大会
中止のお知らせ

年金友の会ゴルフ大会（例年７月開催）は、

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐた

め、中止とさせていただきます。

❺



農
業
機
械
の
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

盗
難
に
ご
注
意
を

羽生警察署
からのお知らせ

被害防止のためのポイント

　令和２年中のトラクター等
の盗難被害は、県北部を中心
に県内で15件発生していま
す。農業従事者の皆さんは、
被害にあう前に万全な防止策
を講じてください。
　盗難にあった場合は、速や
かに最寄りの警察署に届けて
ください。また、被害回復を
図るために農業機械の車体番
号や型番を記録しておいてく
ださい。

エンジンキーは車体に置
いたままにせず、必ず持
ち帰りましょう。

田畑や農道、ハウス等の
住居から離れた場所に農
業機械を放置しないよう
にしましょう。

農業機械は施錠のできる
倉庫等に保管しま
しょう。

　ＴＡＣとは担い

手に出向くＪＡ担

当者の愛称です。

各基幹支店に合計

10名を配置。担い

手経営体の全戸訪

問を行います！

私たちが

T
タック

AC
です

川　里

大利根北川辺騎　西

行　田

羽　生 加　須

須
す

山
やま

　駿
しゅん

富
とみ

塚
つか

　賢
けん

一
いち

小
こ

菅
すげ

　学
たか

史
し

山
やま

﨑
ざき

　翔
しょう

太
た

井
い

ノ
の

山
やま

　俊
しゅん

輔
すけ

増
ます

田
だ

　和
かず

正
まさ

榎
えの

本
もと

　宏
ひろ

希
き

新
あら

井
い

　直
なお

喜
き

細
ほそ

井
い

　謙
けん

司
じ

川
かわ

田
た

　優
ゆう

樹
き

✓

✓

✓

❻



　ＪＡ本店敷地内に「アンパンマン」が描
かれたデジタル時計が設置されました。
　この時計はＪＡ共済連埼玉県本部から寄
贈されたものです。防犯カメラ機能が搭載
されており、通学路など防犯の必要性の高
い場所へ設置することで地域住民の安心・
安全なくらしを守ることを目的に取り付け
られました。ご来店の際には、どうぞご覧
ください。

【お詫びと訂正】
４月号13頁「わが家のアイドル」掲載者のお名前に
間違いがありました。正しくは以下の通りです。

誤）磯環凪くん　正）礒環凪くん
訂正し、お詫び申し上げます。

アンパンマンが
地域を見守ります

お問合わせ・お申込みは、お近くの支店窓口へ

❼



　

花
き
生
産
の
現
場
で
は
、
種
苗

の
広
域
的
な
流
通
や
、
媒
介
昆
虫

で
あ
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生
地

域
拡
大
等
に
よ
り
、
ト
ス
ポ
ウ
イ

ル
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
す
る
と
葉
の
退
緑
、
え
そ

斑
紋
や
輪
紋
、
萎
縮
症
、
花
弁
の

奇
形
、
茎
の
え
そ
症
状
等
が
発
生

し
ま
す
。

　

国
内
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

る
ト
ス
ポ
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
と
発

生
作
物
は
表
の
と
お
り
で
す
。　

　

ト
マ
ト
黄
化
え
そ
ウ
イ
ル
ス
や

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
は
、
多
く

の
種
類
の
作
物
で
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
媒
介
昆
虫

で
あ
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
種
類
も
多

く
注
意
が
必
要
で
す
。

　
防
除
対
策
　

①
無
病
苗
の
確
保

　

株
分
け
や
挿
し
木
で
増
殖
す
る

栄
養
繁
殖
性
の
種
類
で
は
、
親
株

が
無
病
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

努
力
義
務
で
あ
っ
た
「
登
録
品

種
で
あ
る
旨
」
の
表
示
、
法
改
正

で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
輸
出
の
制

限
及
び
栽
培
地
域
の
制
限
が
あ
る

場
合
の
表
示
が
、
令
和
三
年
四
月

一
日
か
ら
法
的
義
務
と
な
り
、
違

反
者
に
は
十
万
円
以
下
の
過
料
が

課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
に
導
入
時
や
発
生
地
か
ら
の
移

動
に
は
注
意
が
必
要
で
、
発
生
し

た
ほ
場
の
株
は
親
株
と
し
て
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

②
発
生
株
の
除
去

　

発
生
が
確
認
さ
れ
た
株
は
伝
染

源
と
な
る
の
で
速
や
か
に
取
り
除

き
焼
却
す
る
か
土
中
に
埋
め
ま
す
。

③
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設
置

　

施
設
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

目
合
い
0
・
6
㎜
程
度
の
ネ
ッ
ト

を
張
り
ま
す
。

④
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
の
活
用

　

粘
着
ト
ラ
ッ
プ
を
施
設
内
に
設

置
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、

薬
剤
防
除
の
判
断
に
し
ま
す
。

⑤
ほ
場
周
辺
の
環
境
整
備

　

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
、

花
粉
を
摂
食
す
る
と
急
激
に
増
殖

す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
施
設
内

及
び
施
設
周
辺
で
は
不
要
な
花
の

栽
培
を
避
け
ま
す
。
ま
た
、
ほ
場

周
辺
の
雑
草
（
ヨ
モ
ギ
、
ク
ロ
ー

バ
ー
な
ど
）
は
感
染
し
て
伝
染
源

と
な
る
の
で
、
除
去
す
る
か
防
草

シ
ー
ト
等
を
張
り
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　
　

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

　

種
苗
法
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る

品
種
は
、
新
た
に
開
発
さ
れ
種
苗

法
で
登
録
さ
れ
た
品
種
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
一
般
品
種
（
在
来
種
、

登
録
を
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
品
種
、

登
録
期
限
が
切
れ
た
品
種
）
の
利

用
は
何
ら
制
限
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産

省
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

花
き
類
の
ト
ス
ポ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

種
苗
法
改
正
に
よ
り
登
録
品
種
の

表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

（農林水産省資料より抜粋）

表　日本で発生が確認されている主なトスポウイルスの種類と発生作物
名　称 略称 主な発生作物 媒介が確認されている

アザミウマ種

トマト黄化えそウイルス
(Tomato spotted wilt virus) TSWV

キク・ガーベラ・アスター・スターチス・
サルビア・ニチニチソウ・シネラリア・シク
ラメン・インパチェンス・トルコギキョウ・
アルストロメリア・トマト・ピーマン・ナス

ミカンキイロアザミ
ウマ・ヒラズハナア
ザミウマ・ネギアザ
ミウマ

インパチェンスネクロティックスポットウイルス
(Impatiens necrotic spot virus) INSV

バーベナ・スターチス・リンドウ・シネラリ
ア・シクラメン・トルコギキョウ・ジャガイ
モ・トマト・タマネギ・エンドウ

ミカンキイロアザミ
ウマ・ヒラズハナア
ザミウマ

アイリスイエロースポットウイルス
(Iris yellow spot virus) IYSV アルストロメリア・トルコギキョウ・ネギ・

ニラ・タマネギ ネギアザミウマ

キク茎えそ病
(Chrysanthemum stem necrosis virus) CSNV キク・アスター・トマト・ピーマン ミカンキイロアザミ

ウマ

【
義
務
表
示
の
例
】

種苗の譲渡（販売）時に①～③の表示のいずれかを、種苗又はその種苗の 包
装に付す必要があります。店頭にまとめて掲示する方法は認められません。
① 「登録品種」の文字
② 「品種登録」の文字 及び その品種登録の番号
③ PVPマーク（「 」、「 」 など）
※登録品種（過去に登録品種であった場合も含む）を譲渡（販売）時の登録品
種名の使用義務は現在と同様に今後も変更ありません。

種苗を販売する事業者の皆さまへ

種苗法改正により登録品種の
表示が義務化されます

努力義務であった「登録品種である旨」の表示、法改正で新たに設けられた輸
出の制限及び栽培地域の制限がある場合の表示が、令和３年４月１日から法的
義務となり、違反者には10万円以下の過料が課せられる場合があります。

登録品種であることの義務表示

詳細については以下連絡先までお問い合わせ下さい

食料産業局知的財産課 種苗室種苗企画班
代表：03-3502-8111（内線4288） ダイヤルイン：03-6738-6443

品種名：ノウリンイエロー
登録品種

この種子は登録品種です（令和3年7月14日まで）
品種名：ノウリンイエロー

品種名：ノウリンイエロー（この品種は品種登録されています）
品種登録番号:999999

品種名：ノウリンイエロー

輸出の制限、国内栽培地域の制限の義務表示
育成者権者が海外持ち出し禁止や国内栽培地域を制限といった利用条件を付した
場合、登録品種であることの表示と共に、その条件を表示する必要があります。
【例：海外持出禁止及び△△内のみ栽培可（公示（農水省ＨＰ）参照） など】
※表示する利用条件はあらかじめ育成者権者に内容をご確認下さい
販売の際の種苗・包装、販売のための広告の際の表示義務
種苗の譲渡時だけでなく、店頭販売する際の種苗又は種苗の包装、また、種苗
のカタログやカタログを兼ねた注文票等、インターネットサイト販売時等にも
必要事項の適切な表示が義務化されます。

※現在パブリックコメントを実施中（R3.1.15～2.13）の農林水産省令改正案に基づく表示例
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ハウスナス出荷スタート
　加須市騎西園芸組合でハウスナスの出荷が２月下旬から始まりました。

　同組合でナスを栽培するのは14名。合計1.4㌶でラクロと式部を生産し

ており、11規格に分けて７月上旬まで都内と県内の市場に出荷します。

　２月初旬の定植以降、晴天が続いたことから生育は良好。梓澤實組合長

は「ここ数年で一番の出来」と胸を張ります。

　出荷がピークを迎える５月上旬から６月下旬には１日約230㌜（１㌜５

㌔）を出荷。今シーズンの出荷目標は120㌧です。

女性部でシトラスリボンづくり
　ＪＡ女性部鴻茎支部は３月25日にシトラスリボンづくりを行いました。

　シトラスリボン運動は、３つの輪をかたどったシトラス（かんきつ類）カ

ラーのリボンを身に着けることで、新

型コロナウイルス感染者や医療従事

者、その家族への偏見をなくそうと呼

びかける運動です。この活動に賛同し

た梓沢幸子部長が部員に声をかけ、鴻

茎支店に12名が集まりました。

　参加した部員は、梓沢部長と長谷部

弘子さんがあらかじめ作成した見本を

もとに作業を行いました。参加者は「新

年会も自粛し、皆で顔を合わせるのも３ヶ月ぶり。新型コロナへの差別をなくすための活動だが、皆とあれこれ

話しながら作業することで、コロナ禍のストレス解消にも役立った。」とうれしそうに話していました。

　この日完成したリボンは、４月15日に同支店（明林正恵支店長）に寄贈され、同日から窓口で配布されてい

ます。

梨の人工授粉作業
　騎西地区で３月下旬から「花かけ」と呼ばれる梨の人工授粉

作業が始まりました。一面に咲いた白い小さな花にあらかじめ

採取しておいた花粉を丁寧につけていきます。

　３月30日から作業を始めた加須市騎西梨撰果所利用組合の

小川保夫さんは、20㌃で幸水や彩玉、あきづきを栽培。「この

作業を行うのは通常４月上旬から。３月に『花かけ』を始める

のは、非常に珍しい。」と話しています。

　作業が可能なのは、晴天の日の朝10時から午後３時までで、

雨天はもちろん強い風が吹く日も行えません。農家は開花状況

と天気の様子を見ながら立ちっぱなしの作業を続けます。

　小川さんは「昨年は花が咲いた後に降雪があり肝を冷やしたが、今年は天候に恵まれ作業もスムーズ。このま

ま無事に収穫時期を迎えられれば。」と期待を寄せ「新型コロナを吹き飛ばせるような美味しい梨を作りたい。」

と意気込んでいました。

ナスを収穫する梓澤組合長

リボンづくりを指導する梓沢部長㊧

花かけを行う小川さん

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真と図画作品がカラーでご覧いただけます。

明林支店長㊧に手渡す梓沢部長
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三田ヶ谷小の３名が入賞 ～世界こども図画コンテスト～
　家の光協会が主催する「世界こども図画コンテスト」に羽生市
立三田ヶ谷小学校の児童が入賞しました。
　このコンテストは世界の子供たちに自然や農業の大切さに気付
いてもらうことを目的に平成５年から開催されています。28回
目を迎える今回は、日本を含めた45の国と地域から6,864点の
応募がありました。
　国内優良賞に輝いたのは以下の３名。それぞれの作品をコメン
トとともにご紹介します。
（学年および学校名はいずれも令和２年度のものです）

母の日用カーネーションの出荷が始まりました
　川里花き出荷協議会で４月中旬から母の日用鉢物カーネーシ
ョンの出荷が始まりました。
　同会でカーネーションを栽培するのは13軒。今シーズンは
約44万鉢（うちポット14万鉢）を全国の市場に出荷します。
３月下旬から４月初旬にかけて高温が続いたことから、会員は
開花の調整に追われました。
　18,000鉢を栽培する小河原英和さんは「生育は順調。母の
日用は赤やピンクが一般的ですが、近年はそれ以外の色も充実
しています。合わせて楽しんでほしい。」と話しています。

【ざりがににまけない！】

【島からの大だっ出！】 【火星人とのきょうぞん】

水稲種子の温湯消毒開始
　ＪＡ北川辺支店で、３月２日から水稲種子の温湯消毒が始まりました。

　温湯消毒は、稲の細菌病等の防除を薬剤を使用せずお湯に浸ける方法。60

度の湯に10分間浸けた後常温の水で10分間冷却します。同24日までに約50

軒の農家が入れ替わりで訪れ、職員立会いのもと合計約７㌧の消毒作業が行わ

れます。

　３月９日に来店した新井敏夫さんは、コシヒカリや彩のきずななどを10㌶

で栽培。「昨年は天候に恵まれたこともあり、出荷した米はほぼ１等。米価の

下落も気になるが、土づくりを工夫するなどして良質米を生産したい。」と話

していました。

湯に籾種を浸す新井さん

３年　橋本孝征さん
「火山が爆発しているところを描きました。水と絵の
具の量を考えてぬりました。」

６年　羽鳥大和さん
「人間と火星人誰もが主人公で、仲良く楽しく生きる
世界を描きました。」

１年　秋山愛茉さん
「ザリガニは泳ぎが速いので負けないように
泳ぎたいと思って描きました。」
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羽生の熊倉さんが多収米コンテストで県内1位に
　羽生市の熊倉光男さんが、「令和２年度ＪＡ全農契約栽培米多
収コンテスト」で全農埼玉県本部長賞を受賞しました。
　この賞は、同コンテストにエントリーした県内の全参加者のう
ち、10㌃あたりの収穫量が最も多い生産者を表彰するものです。
熊倉さんは栽培した「ほしじるし」で地域平均単収より275㌔多
い774㌔を達成しました。
　４月６日にはＪＡ本店で表彰式を行い、大塚宏組合長から表彰
状が手渡されました。熊倉さんは「今年は土づくりに力をそそぎ、
900㌔を目指したい。米どころ『ほくさい』の誇りをかけ、全国
１位を狙いたい。」と話していました。

感謝状をいただきました
　ＪＡは、加須市内の公立教育施設（小・中学校、幼・保育園
など）に除菌用アルコールジェルを寄贈し、地域社会の発展と
教育行政の推進に寄与したとして大橋良一市長から感謝状の贈
呈を受けました。３月24日に同市役所で贈呈式が行われ、角
田守良副市長や渡邉義昭教育長らが見守る中、大橋市長から大
塚宏組合長に感謝状が手渡されました。
　ＪＡでは社会貢献活動の一環としてＪＡ共済連埼玉県本部の
支援を受け、昨年１１月に管内の公立教育施設に計1,320本（１
本500ミリリットル）を贈呈。このうち、同市の施設には600
本を贈りました。

　ＪＡ太田支店は、振り込め詐欺を未然に防いだとして行田警察署から感謝状の贈呈を受けました。３月17日
に同支店で授与式が行われ、同署生活安全課の黒木裕詞警部補か
ら職員に感謝状が手渡されました。
　同支店によると、２月下旬に管内の女性客が「高額のお金を払
い戻ししたい。」と来店。不審に思った今村智子係長と松本みず
き職員らが詳しく話をきき、警察に連絡したことが被害の未然防
止に繋がりました。
　ＪＡでは、窓口でのお声がけや多額引き出しの場合の使途確認
等を行うとともに、内部での連絡を密に行うことで詐欺被害の防
止に今後も努めてまいります。

バケツ稲セットを贈呈
　ＪＡグループでは「みんなのよい食プロジェクト」の一環としてバ
ケツで稲を育てる体験学習教材を作成し、小学校などの教育団体へ毎
年配布しています。令和２年は全国で27万セット、県内では20,380
セット配布し、児童らの探求力を伸ばす食農教育資材として活用され
ました。
　当ＪＡでは３月24日に行田市の社会福祉法人ときわ会太井保育園
で贈呈式を行い、行田西支店の加藤健司支店長が吉田紀子理事長に手
渡しました。吉田理事長は「毎年年長のゆり組の子供たちが大切に育
てています。刈り取ったお米はおにぎりにしておやつの時間にいただ
きます。」と話していました。

大塚組合長㊨から表彰状を受け取る
熊倉さん

左から：渡邉教育長、大塚組合長、
大橋市長、角田副市長

吉田理事長㊨にバケツ稲セットを贈呈する
加藤支店長

左から：今村係長、黒木警部補、松本職員
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身近な地域の名所をご紹介します
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田中正造翁の墓
加須市麦倉（北川辺西小学校前）

　渡良瀬遊水地の当初の計画では、その底に北川辺地区（当時の利島村・川辺村）も沈むはずだったのをご存
知でしょうか。それを守ったのは、村民と足尾銅山鉱毒事件で有名な田中正造です。
　天保12年（1841年）に現在の佐野市に生まれた田中翁は、栃木県の区会議員や県会議員などを経て明治23
年に衆議院に当選しました。このころ、渡良瀬川流域の住民たちは足尾銅山の鉱毒被害に苦しめられていまし
た。田中翁は彼らの救済のために奮闘。明治34年に議員を辞職すると、死を覚悟して被害の様子を書いた直
訴状を高く差し上げながら明治天皇の乗る馬車をめがけて駆け寄ります。すぐに警官につかまり直訴はなりま
せんでしたが、このことで世論が盛り上がり反対運動の広がりにつながったのです。
　しかし政府は、利島・川辺・谷中（栃木県）の３村を遊水池化することで問題の解決を図ろうとします。反
対する田中翁は村民たちと不休の活動を続け、利島・川辺村の遊水池化は避けられました。
　この後も田中翁は晩年まで問題解決のために奔走します。大正２年に亡くなると、彼を慕う人々の要望で遺
骨は正造生誕地墓所（佐野市）、春日岡山惣宗寺、雲龍寺（館林市）、田中霊祠（栃木市）とこの地に分骨され
ました。
　隣に建てられた「田中正造懐紙和歌の碑」には、田中翁が北川辺地区の農家に泊った際に詠んだ直筆の和歌
「教をは　おさな心に　おさむべし　老て我身の　罪に悔るな」が刻まれています。
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ
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な
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名
義
で

2
0
0
0
万
円
の
定
期
預
金
を

し
た
」
と
聞
き
ま
し
た
。
私

は
、
証
書
も
印
鑑
も
持
っ
て
お

ら
ず
、
私
の
知
ら
な
い
取
引
な

の
で
、
銀
行
に
対
し
て
「
無
断

で
私
名
義
の
預
金
取
引
を
す
る

の
は
お
か
し
い
！
預
金
を
私
に

払
い
戻
し
て
く
れ
」
と
請
求
し

ま
し
た
が
、拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
期
預
金
は
母
が
私
A
に

贈
与
し
て
く
れ
た
も
の
で
は
な

い
の
で
す
か
。

息
子
Ａ
が
、
２
月
の
一
般
入

試
で
Ｂ
大
学
に
合
格
し
た
た

め
、
入
学
金
や
授
業
料
等
を
納

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ａ
が
留

学
し
た
い
と
言
い
出
し
た
た

め
、
３
月
29
日
に
は
Ｂ
大
学
に

入
学
辞
退
の
電
話
を
し
て
、
入

学
辞
退
届
も
４
月
３
日
に
提
出

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
大
学

は
、
入
試
募
集
要
項
や
入
学
手

続
要
項
に
は
「
一
度
納
付
し
た

学
納
金
は
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
返
金
し
な
い
。」
と

記
載
し
て
い
た
と
し
て
、
全
く

返
金
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
一
度

も
授
業
を
受
け
て
い
な
い
の

に
、
全
く
返
金
し
な
い
の
は
お

か
し
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
は
、
一
般
入
試
に
合
格
し
入

学
金
を
納
め
た
時
点
で
、
Ｂ
大
学

と
の
間
で
は
、在
学
契
約
が
生
じ
、

Ｂ
大
学
に
入
学
で
き
る
地
位
を
取

得
し
ま
す
。
入
学
金
は
、
Ｂ
大
学

が
合
格
者
を
学
生
と
し
て
受
け
入

れ
る
た
め
の
事
務
手
続
費
用
に
も

充
て
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
入
学
を
辞
退
し
て

も
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、

入
学
金
の
返
金
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。一

方
、
授
業
料
や
施
設
利
用
料

な
ど
は
、
現
状
の
入
試
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
前
提
と
す
れ
ば
、
３
月
31

日
ま
で
に
入
学
辞
退
し
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
返
金
し
て
も
ら

え
ま
す
。
Ｂ
大
学
と
の
間
の
「
納

付
済
の
学
納
金
は
返
金
し
な
い
」

と
の
合
意
は
、
３
月
31
日
ま
で
に

入
学
辞
退
の
意
思
表
示
を
し
て
い

れ
ば
、
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
無

効
と
な
る
か
ら
で
す
。

Ａ
は
、
３
月
29
日
に
Ｂ
大
学
に

対
し
て
、
電
話
で
入
学
辞
退
の
意

思
表
示
を
し
て
い
る
の
で
、
た
と

え
入
学
辞
退
の
書
面
の
提
出
が
４

月
１
日
以
降
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
入
学
金
以
外
は
返
し
て
も
ら

え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
３
月
29
日
に
電
話

で
入
学
辞
退
の
意
思
表
示
を
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
入
学
辞
退
の
意

思
表
示
は
書
面
で
し
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

（
弁
護
士　

長
島
佑
享
）

①

②

①

②

を
無
断
で
借
用
し
て
銀
行
と
定
期

預
金
契
約
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
（
借
名
口
座
預
金
）、

A
に
は
預
金
払
戻
権
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

次
に
、
母
B
が
A
に
対
し
て
定

期
預
金
を
贈
与
し
た
と
認
め
ら
れ

る
否
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
B
は
定
期
預
金
の
証

書
も
届
け
出
印
鑑
も
A
に
交
付
し

な
い
ば
か
り
か
、
定
期
預
金
の
存

在
す
ら
A
に
知
ら
せ
て
い
な
い
の

で
す
か
ら
、
母
B
が
A
に
定
期
預

金
を
贈
与
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な

借
名
口
座
預
金
は
、
後
日
誰
が
正

当
な
払
戻
権
者
な
の
か
争
い
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
差
し
控
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
５
月
の
空
を
泳
ぎ
ま
す

❷
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
日
に
は
脱
い
で

腕
に
掛
け
る
人
も

❸
魚
の
胸
や
背
、
尾
な
ど
の
ヒ
ラ
ヒ

ラ❹
『
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
』
を
作

曲
し
ま
し
た

❻
柱
や
立
ち
木
の
間
に
つ
る
し
て
使

う
寝
具

❽
ト
マ
ト
の
実
の
食
べ
な
い
部
分

❿
バ
ラ
は
「
愛
」
や
「
美
」、
ア
ヤ

メ
な
ら
「
朗
報
」「
希
望
」
な
ど

⓬
―
―
を
買
っ
て
家
を
建
て
た

⓮
リ
ュ
ッ
ク
や
ト
ラ
ン
ク
も
こ
れ
の

一
種

⓰
ゴ
ー
ル
ま
で
―
―
５
㎞
で
す

⓲
つ
る
べ
を
下
ろ
し
て
水
を
く
み
ま

す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
５
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉

　

レ
ン
ゲ
ソ
ウ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
亀
が
日
な
た
で
―
―
干
し
を
し
て

い
る

❸
漢
字
で
書
く
と
雲
雀
。
空
高
く
さ
え

ず
る
野
鳥
で
す
。
あ
げ
―
―
、
―
―
笛

❺
砕
け
て
石
や
砂
に
な
り
ま
す

❻
突
然
、
風
船
が
―
―
し
た

❼
種
、
稲
、
穂
に
共
通
の
部
首

❾
５
月
の
第
２
日
曜
日
は
―
―
の
日

で
す

⓫
和
服
の
袖
の
下
に
垂
れ
た
部
分

⓭
物
質
の
性
質
や
星
の
動
き
な
ど
を

学
び
ま
す

⓯
胴
が
太
い
ヘ
ビ
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
と
い
う
、
幻
の
生
物

⓱
二
輪
車
の
こ
と
で
す

⓳
奈
良
や
京
都
の
よ
う
に
昔
、
都
が

置
か
れ
て
い
た
場
所

⓴
中
国
に
次
い
で
人
口
の
多
い
国

㉑
紳
士
服
―
―
は
４
階
で
ご
ざ
い
ま
す

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

初
夏
の
風
が
心
地
よ
く
、
新
緑
も
ま

ぶ
し
い
５
月
。
ど
こ
か
に
出
か
け
た
い

気
持
ち
を
必
死
で
抑
え
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
の
時
間
を
生
か
そ
う
と
最
近

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
少
し
歩
い
た
だ
け
で
足
が
痛

く
な
り
（
泣
）、家
に
戻
る
の
が
や
っ
と
。

で
す
が
慣
れ
る
に
つ
れ
、
普
段
車
で
通

り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
道
に
も
少
し

ず
つ
異
な
る
緑
色
の
葉
を
も
つ
木
々
が

生
い
茂
り
、
タ
イ
ヤ
で
踏
み
つ
け
ら
れ

そ
う
な
場
所
に
も
可
憐
な
花
た
ち
が
咲

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
こ
こ

で
昔
、
鬼
ご
っ
こ
し
て
遊
ん
だ
な
」
と

懐
か
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
こ
れ
か
ら
も

地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
マ

イ
ナ
ス
３
㌔
を
目
指
し
て
歩
き
続
け
ま

す
�

 

Ａ
・
Ｂ

編
集
後
記

☆
鈴
木　
洋
子
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
新
井　
英
子
さ
ま
　（
川
　
里
）

☆
諸
井　
道
雄
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
田
中
美
知
子
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
森
田　
久
子
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
渡
辺　
光
輝
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
櫻
井　
和
一
さ
ま
　（
北
川
辺
）

☆
齊
藤　
明
男
さ
ま
　（
大
利
根
）

�
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